
夏だ、まつ りの季節がやつてきた !
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7月18日 (本)鶴 三小5年生 ・課外実習
横山先生のクラス、70名 と父兄

営畳官旨含景3骨倉331号盤昆岳曇を含F
書暑暑寄F岳容昌1畳曇&雷子曾ヂ茶た警票!
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してくだきる。丸山先生のクラス。
ケ0名 が 「ゴミ拾い」「観測」「源流探索」の

3班 に分かれてそれぞれ活動したそうだ。

「警 i弓 野
)黒
経 翻 播 こ伺いチラ

ンと 「里親通信」を持参する。「エヨ革履」に
関心を示きれる。早速、回覧して下さる。
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3月 2箇 (金)rェ ョ革羅」研修会
いちょう会館。 17名 集合。
各自古い布切れを持参。中村順子さんが指導
して下さる。 2時 間かけてどうにか一足作り
上げる。思つたよりいい出来栄えと自画自賛
して解散。
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